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 1.1 「   」 (1)和文からの引用。 
   (2)洋文から引用された文の和訳と原文。 
   (3)詩集または評論集に収録された詩または評論の和題名。 
   (4)雑誌論文の和題名。 
 1.2 『   』 (1)和文からの引用中の引用文。 
   (2)洋文からの引用中の引用文の和訳。 
   (3)単行本の和題名。 
   (4)雑誌の和題名。 
 1.3 〈   〉 曲集に収められた一曲の和題名。 
 1.4 《   》 楽曲または曲集の和題名。 
 1.5 （      ） 補足。生没年の表示を含む。 
 1.6 〔   〕 引用文中に含まれる語句への補足。 
 
2. 音楽用語 
 2.1 小節数 原則的にアラビア数字で表記。 
 2.2 音名 原則的にドイツ音名で表記。 
 2.3 調名 上に同じ。ただし譜例・図ではドイツ式に C :などと略記。 
 2.4 旋法名 主音をドイツ音名で表記し、旋法名を階名式で表記する。 
   例： d, e, f, g, a, h, c, d→「d音を主音とするレの旋法」 
 2.5 和声 譜例や図では次のように略記。 
   e mollの属和音の基本形→ e: V 
   A durの上主音を根音とする短 7和音の第 2転回形→A: ii  
   池本武『和声学 1・2』東京：全音楽譜出版社、1994年。 
 
3. 外国語の人名と地名 
 3.1歴史的人名 初出時は姓名カタカナ表記+原語表記+（生没年表示)、                 





 3.2その他人名 初出時は姓名カタカナ表記+原語表記、 
   2回目以降は姓のみカタカナ表記。 
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 この研究は、イルデブランド・ピッツェッティ Ildebrando Pizzetti （1880-1968）の劇音
楽作法の基盤を解明することを目指す。それに際して、作曲家としての彼の出発点で




 ピッツェッティは 20 世紀前半のイタリアにおける代表的な作曲家のひとりである。彼
は、グイド・M・ガッティ Guido Maggiorino Gatti （1892-1973）とジョン・C・G・ウォーター
ハウス John Charles Graham Waterhouse （1939-1998）が評しているように、「同世代の
保守的な作曲家たちのなかで最も尊敬され、影響力を誇った人物 1」だった。 
 ピッツェッティは、かなり若いころに作曲、著述、教育という 3 つの分野における活動
からその主導的な立場を確立した。彼は早熟な理論家肌の作曲家かつ教師だった。 
 彼は、1895 年から 1901 年までパルマ音楽学校においてテレスフォロ・リーギ
Telesforo Righi （1842-1930）とジョヴァンニ・テバルディーニ Giovanni Tebaldini 
（1864-1952）に師事して卒業資格を得たのち、作曲を続けながら主に個人指導などで
生計を立てていたが、1905 年から 1915 年までのダンヌンツィオとの共同制作を通じて
発表した作品群によって気鋭の作曲家として一躍世に出ていった。以後、そのなかで
獲得された語法を基本に据えつつ、とくに歌劇に力を注いだ。歌劇 15 作のうち代表作
としては《フェードラ Fedra》（1915）、《デボラとヤエーレ Debora e Jaele》（1922）、《大
聖堂の殺人 Assassinio nella cattedrale》（1958）がある。他に管弦楽曲や室内楽曲も書
いており、印象深い作品としてピアノと管弦楽のための協奏曲《盛りの季節の歌 Canti 
della stagione alta》（1930）、ヴァイオリンとピアノのためのソナタ（1919）が挙げられる 2。 
 同時に、彼は早くも 1900 年から著述活動をはじめていた。はじめは故郷パルマの地
方紙へ主に演奏会評を寄稿していたが、1907 年から国内外の新しい声楽作品の分析
や、音楽劇の歴史に関する省察や、音楽劇作法をめぐる理論を、ミラノ、トリノ、フィレン
1 Guido M. Gatti and John C. G. Waterhouse, “Pizzetti, Ildebrando,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, 
accessed January 15, 2010. <http://www.oxfordmusiconline.com:80/subscriber/article/grove/music/21881> 
2 Ibid.; Mario Baroni et al., Storia della Musica (Torino: Einaudi, 1988), p. 461. 
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ォリーニ Giuseppe Prezzolini（1882-1982）主宰の文芸・思想誌『ラ・ヴォーチェ La 
voce』に 1909 年から 1915 年まで寄稿しつづけ、当時の多分野にわたる文化人たちと
交流しながら存在感を高めた 4。その後も晩年にいたるまで、ピッツェッティは『ラ・ラッ
セーニャ・ムジカーレ La Rassegna Musicale』、『ラ・トリブーナ La Tribunna』、『コッリ











ノ・ロータ Nino Rota（1911-1979）、第 2 次世界大戦後に前衛音楽の分野で注目を集
めたフランコ・ドナトーニ Franco Donatoni（1927-2000）らがいた 6。 
3 Francesco Barilla Pratella, Manifesto dei Musicisti futuristi (11 ottobre 1910); e poi ripreso in Musica futurista  
(Bologna: Bongiovanni, 1912). E Ildebrando Pizzetti, “Musicisti futuristi?” Nuova Musica, XVI/204-205 Firenze 
5-20 Gennaio 1911: 3-4. 
4 Bruno Pizzetti, Ildebrando Pizzetti. Cronologia e Bibliografia (Parma: La Pilotta, 1980), pp. 411-422. 
5 Ildebrando Pizzetti, “Africa (Musica),” in AA. VV., Enciclopedia Italiana, vol. I (Roma: Treccani, 1929), pp. 
774-777; Id. “Bellini, Vincenzo,” in AA. VV., op. cit., vol. VI (Roma: Treccani, 1930), pp. 562-566; Id., 
“Composizione (Musica),” in op. cit., vol. VI (Roma: Treccani, 1931), pp. 5-6; Id., “Declamazione. Declamazione 
musicale,” in AA. VV., op. cit., vol. VII (Roma: Treccani, 1931), pp. 463-464; Id., “Recitativo,” op. cit., vol. XXVIII 
(Roma: Treccani, 1935), p. 958; Id., “Schubert, Franz Peter” in op. cit., vol. XXXI (Roma: Treccani, 1936), pp. 
125-127; Id., “Schumann, Klara Josephine,” in op. cit., vol. XXXI (Roma: Treccani, 1936), p. 131; Id., “Schumann, 
Robert Alexander,” in op. cit., vol. XXXI (Roma: Treccani, 1936), p. 131-133; Id., “Tebaldini, Giovanni,” in op. cit., 
vol. XXXIII (Roma: Treccani, 1936), p. 372; Id., “Verdi, Giuseppe Fortunino Francesco,” in op. cit., vol. XXXV 
(Roma: Treccani, 1937), pp. 151-157 
6 Guido M. Gatti and John C. G. Waterhouse, op. cit. 
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ベニート・ムッソリーニBenito Mussolini （1883-1945）の主導により 1929年に設立され
たイタリア王立学士院 Reale Accademica d’Italia7から、1931 年度ムッソリーニ賞を受
賞しており 8、第 2 次世界大戦直前の 1939 年 6 月には同院会員に任命されている 9。
さらには、1940年 2月から 6月にかけて、日本政府からの依頼を受けたイタリア政府の
指示にしたがって、イタリアを代表していわゆる「皇紀 2600 年奉祝曲」を作曲してい




7 1926 年 3 月 25 日制定の学士院法によれば、これは「民族の精神と伝統にしたがって、学問および芸術の調和と
振興をはかり、その国民的性格を純粋に保ち、国外におけるその普及と感化を助ける」ことを目的とし、数学・理学・
自然科学部門、道徳・歴史科学部門、芸術部門、文学部門から構成されている。任命者は、名目上は国王ということ
になっていたが、事実上はムッソリーニだった。次を参照。 Stefano Biguzzi, L’orchestra del duce. Mussolini, la 
musica e il mito del capo (Torino: UTET, 2003), p. 85. 
8 [s. n.] “Pizzetti, Ildebrando,” op. cit., vol. XXVII (Roma: Treccani, 1935), p. 466.  





ている。Mario Castelnuovo-Tedesco, la lettera a Pizzetti (12 giugno 1939), conservata nella Biblioteca Palatina di 
Parma: Fondo Pizzetti Ep. C. 18; Gian Francesco Malipiero, la lettera a Pizzetti (13 giugno 1939), conservata nella 
Biblioteca Palatina di Parma: Fondo Pizzetti Ep. G. 63. 
10 Bruno Pizzetti, op. cit., p. 282; イレデブランド・ピツエッティ『交響曲イ長調 紀元二千六百年奉祝』東京：紀元
二千六百年奉祝會、昭和 15年〔1940年〕。 
11 この現象は、とくに彼の没した 1968 年以降、代表作の上演回数が著しく減少している現象と平行している。一例
として歌劇《フェードラ》の上演記録（楽譜の版元ソンゾーニョ社提供）を挙げる。この歌劇は、初演された 1915年か
ら作曲家の死去する 1968 年までは、平均しておよそ 3 年に 1 回の割合で上演されている。しかし、1969 年から 20
世紀末まで、歿後 20周年にあたる 1988年のただ 1回しか上演されていない。21世紀に入ると、歿後 40周年にあた
る 2008-2009 年のシーズンで 3 回上演されているが、すべてイタリア国外の公演である。上演年と上演地の内訳は
10 
 




 ピッツェッティは、まさしくこの観点から、マッシモ・ミラMassimo Mila （1910-1988）、
マリオ・バローニ Mario Baroni （1934- ）、グイド・サルヴェッティ  Guido Salvetti
（1940- ）をはじめとする第 2次大戦後のイタリア音楽学家たちによって、ムッソリーニと
同じ「1880年世代 La generazione dell’Ottanta」に分類されるようになった。この世代の
作曲家たちはジャコモ・プッチーニ Giacomo Puccini（1858-1924）死後にイタリア芸術
音楽を担ったとされ、その中心人物としてはのちに国際現代音楽協会イタリア支部と




Ottorino Respighi （1879-1936）、また 17-18世紀の作曲家たちを研究する一方で独創
















12 Massimo Mila, Breve storia della musica (Torino: Einaudi, 1946), pp. 419-424; Mario Baroni, et al., Storia della 
Musica (Torino: Einaudi, 1988), pp. 458-462; Guido Salvetti, La nascita del Novecento, «Storia della Musica» a cura 













年にレスピーギ 14やリッカルド・ザンドナーイ Riccardo Zandonai（1883-1944）ら 10名と
ともに共同で署名した『19 世紀ロマン主義芸術の伝統を擁護するイタリア人音楽家た







いで大衆に考えさせることが、緊急の責務だったのだ。」 次を参照。 Alfredo Casella, “la lettera a Guido Pannain,” 
in AA. VV., Rassegna Musicale - Antologia, a cura di Luigi Pestalozza (Milano: Feltrinelli, 1964); e poi ripresa in 
Guido Salvetti, La nascita del Novecento, op. cit., p. 361. 
13 次の音楽史書を参照。 Eugenio Raneri, La moderna musica. Storia della musica dal Settecento al Novecento 
(Trento: UNI, 2011), p. 259; Guido Boffi, Musica. Schemi riassuntivi, quadri d'approfondimento (Novara: De 




捨て去られてしまったのだ」 次を参照。Gustavo Marchesi, Toscanini e Parma (Parma: Monte Università Parma, 
2007), p. 55. 
14 なおレスピーギにおけるロマン主義と古典主義の並存については次を参照。原口昇平『オットリーノ・レスピーギ





範をイーゴリ・ストラヴィンスキー И́горь Страви́нский （1882-1971）に見出し、1920年以降の彼の音楽の様式を「客
体的」または「古典主義的」と評していた。次を参照。 Alfredo Casella, “Il neoclassicismo mio e altrui,” Pègaso. 
Rassegna di lettere e arti I/5 (1929): 576-583. 
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その展開は、通例、ジョアキーノ・ロッシーニ Gioachino Rossini （1792-1868）、ヴィンチ
ェンツォ・ベッリーニ  Vincenzo Bellini （1801-1835）、ガエターノ・ドニゼッティ 
Gaetano Donizetti （1797-1848）、ジュゼッペ・ヴェルディ Giseppe Verdi （1813-1901）
の 4 人を挙げて説明される 19。まずロッシーニが、言葉によって表現されがたい個々の
登場人物を突き動かす力を音楽によって表現するため 20、18 世紀歌劇のメタスタージ
16 AA. VV., “Manifesto di musicisti italiani per la tradizione dell’arte romantica dell’Ottocento,” Stampa e Corriere 
della Sera, 17 dicembre 1932; e poi ripreso in Fiamma Nicolodi, Musica e musicisti nel ventennio fascista (Fiesole: 
Discanto, 1984), pp. 141-143. 
17 Mario Baroni et al., Storia della musica (Torino: Einaudi, 1999), p. 314. 
18 Ibid., p. 314. 





Antonio Zanolini, “Una passeggoata con Rossini” La Moda 6 (19 gennaio 1837): 26.. 
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sonnambula》（1831）で、またドニゼッティは《ランメルモールのルチア Lucia di 
Lammermoor》（1835）で、それぞれ有名ないわゆる「狂乱の場」をつくりだしていった 23。
ヴェルディの《ラ・トラヴィアータ La Traviata》（1853）第 1幕 3曲も同様にこの形式をと
っており、そこではヴィオレッタが「心臓に苦痛と歓喜を交互にもたらす全宇宙の神秘





ッチーニ Giacomo Puccini （1858-1924）やピエトロ・マスカーニ（1863-1945）らのいわ













21 Mario Carrozzo e Cristina Cimagall, Storia della musica occidentale, vol. 3 (Roma: Armando, 2009), p. 35.  
22 森田学「ソリタ・フォルマ」、『オペラ事典』戸口幸策・森田学監修（東京：東京堂出版、2013年）、248～249頁。 
23 水谷彰良「ヴェルディ作品の演奏解釈とその歴史性――作品形式、歌唱の歴史的な同時代性と演奏実践の課
題」、『VERDIANA』 第 3号、2001年、12頁。 
24 Francesco Maria Piave (libretto), La Traviata: libretto in 3 atti. Musica di Giseppe Verdi (Sesto San Giovanni: 
Madella, 1913), p. 8. 
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第 1章 ダンヌンツィオの問い――新しい音楽劇の要請 
 ピッツェッティは、ダンヌンツィオとの共同制作の時期に初めて、新しい音楽劇の必
要を公に訴えるようになった。その訴えは、作曲家が 1908 年から 1910 年までに各地を
回って『将来のラテン劇における音楽 La musica nel dramma latino dell’avvenire』とい
う題目で繰り返し行った講演のテクストにあらわれている。自筆稿は発見されていない
が、そのうち後半部と結論部はそれぞれ抜粋されて当時の異なる新聞に別々に掲載さ















27 後半部は次を参照。Ildebrando Pizzetti, “Intorno al dramma lirico moderno,” Nuova Musica, XV/198 (5 ottobre 
1910): 98. 記事下部の編集者注 1 に「1910 年 8 月 23 日ペーザロにて行われた講演『来たるべきラテン劇の音楽 
La Musica nel Drama Latina dell’Avvenire』から抜粋」とある。また、結論部は次を参照。 Ildebrando Pizzetti, “La 
musica nel dramma latino dell’avvenire,” Mondo Artistico XLII/17-8 (1 aprile 1908): 1. 編集者による冒頭のキャプ
ションに「1908年 3月 21日にベッカーリア高等学校で行われた講演」の「結論部」とある。 
28 Ildebrando Pizzetti, “La musica e il dramma,” La Rassegna Musicale V/1 (gennaio 1932): 1-25; e poi ripresa con 
il titolo stesso in Id., Musica e dramma (Roma: Edizioni della Bussola, 1945), pp. 29-57. 著者がその引用文につい
て「20 年あまり前に何度も何度も人前で読みあげたある講演原稿」（p. 53）と述べている。その論考の出版された
1932年から起算すると、1908年から 1910年にかけての講演がちょうど該当する。内容や論題も矛盾なく整合する。 
29 Ildebrando Pizzetti, “La musica nel dramma latino dell’avvenire,” op. cit., p. 1. 
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 これらふたつの基軸は、実はダンヌンツィオによってすでに 19 世紀末に用意された
ものを受け継いでいるのであって、しかもどちらももとはイタリア地方の外部からやって
きたある流行現象との対峙から生じてきていたのだった。 





30 Ildebrando Pizzetti, “Intorno al dramma lirico moderno,” op. cit., p. 98. 
31 Ibid., p. 98. 
32 Ildebrando Pizzetti, “La musica e il dramma,” op. cit., pp. 30-31 
33 Ibid., pp. 31-36. 
34 Ibid., pp. 38-42 
35 Ildebrando Pizzetti, “Intorno al dramma lirico moderno,” op. cit., p. 98. 
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1.1.1 批判の要点 ――歌劇の「産業」化、作曲家の折衷主義、歌劇における劇の実現 
 歌劇改革に関するダンヌンツィオの要請は、ピッツェッティとの共同制作よりもはる
か以前に遡る。それが初めてはっきりあらわれるのは 1887 年の評論『歌劇《ジュディッ
タ》について  A proposito della «Giuditta»』I・II 36である。そのなかで、詩人は、「
最 小 公
イル・ドゥーカ・ミーニモ










36 Gabriele d’Annunzio, “A proposito della «Giuditta»,” I-II, pubblicato con il pseudonimo “Il Duca Minimo” su La 
Tribuna (14-15 marzo 1887); e poi ripreso in Id., Scritti giornalistici, Vol. I: 1882-1888, a cura e con una introduzione 
di Annamaria Andreoli, testi raccolti e trascritti da Federico Roncoroni (Milano: Mondadori, 1996), pp. 853-860. 




劇《タルティーニあるいは悪魔のトリル Tartini o il Trillo del Diavolo》（1899）で成功を収めた。また教育者としては、
1877 年のローマ聖チェチーリア音楽院の創設とともに合唱教師の任に就き、1890 年からは同音楽院の対位法、フ
ーガ、作曲法教授となり、1902 年から 1915 年まで同音楽院の院長を務め、同音楽院の発展に尽くした。次を参照。 
Carla Papandrea, “FALCHI, Stanislao,” in AA. VV., Dizionario biografico degli italiani, vol. 44 (Roma: Istituto della 
Enciclopedia italiana, 1994); Corrado Ambiveri, “Stanislao Falchi,” in Id. Operisti minori dell'800 italiano (Roma: 
Gremese, 1998), p. 63. なお、奇しくも彼は 1901年ピッツェッティがパルマ音楽院卒業資格を得た際に委員として
審査に携わっている。Bruno Pizzetti, Ildebrando Pizzetti. Cronologia e Bibliografia, (Parma: La Pilotta, 1980), p. 35. 
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ペ・ヴェルディ Giuseppe Verdi （1813-1901）はすでに 74 歳に達しており、彼に代わる
ほどの作曲家は直接の後続世代にはいないかのように思われていた 40。しかし数年後
には「新楽派 La Giovane Scuola」と呼ばれる若い歌劇作曲家たちが出世作を次々と世
に送り出していく。例えばピエトロ・マスカーニ Pietro Mascagni （1863-1945）作曲の
《カヴァッレリーア・ルスティカーナ Cavalleria rusticana》（1891）、ルッジェーロ・レオン
カヴァッロ Ruggero Leoncavallo（1857-1919）台本および作曲の《道化師 I Pagliacci》
（1892）、ジャコモ・プッチーニ Giacomo Puccini（1858-1924）作曲の《マノン・レスコー 
Manon Lescaut》（1893）などだ。この新世代の台頭のおかげで、歌劇はなおしばらくイ
38 G. d’Annunzio, op. cit., pp. 854-855.  
39 Ibid., p. 856.  











ていたからだ。そのことは 4回繰り返される「死」の宣告の残り 2回からわかる。 
歌劇は死んだ。しかし伝統と慣習によって、人々は劇場における音楽の気晴らしをいまだに
愛しているのであり、それゆえに歌劇場はいまだに存在し、地方自治体から助成金を受け、一
般大衆から好まれている。各歌劇場のために歌劇を作曲するということは、しかも 4, 5 時間も
のあいだひとつの閉じた場所のなかで聴衆を歓ばせるという意図だけをもって歌劇を作曲す
るということは、産業 industria なのであって、まさしく芸術の衰弱であり、頽廃なのだ 41。 
（……） 
歌劇は死んだ。しかし歌劇場はいまだに存在している。そして名人芸の歌手





















 当時 24 歳の詩人ダンヌンツィオは、ファルキの歌劇を「若きマエストロたち」の音楽
41 Ibid., p. 857. 
42 Ibid., p. 859. 
43 Gabriele d’Annunzio, “Il capobanda,” Il Mattino (2-3 settembre 1892); e poi ripreso in Id., Scritti giornalistici, Vol. 
II: 1889-1838, a cura e con una introduzione di Annamaria Andreoli, testi raccolti da Giorgio Zanetti (Milano: 
Mondadori, 2003), pp. 77-81. 
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44 G. d’Annunzio, “A proposito della «Giuditta»,” op.cit, pp. 853-854. 
45 Ibid., p. 855. 
46 Ibid., p. 855. 
47 Ibid., p. 855. 
22 
 





















 そのころ、イタリア王国王妃マルゲリータ・ディ・サヴォイア Margherita di Savoia 
（1851-1926）を始めとする多数の 庇護者























たジョヴァンニ・ズガンバーティ Giovanni Sgambati （1841-1914）の存在を忘れること
はできない。ドイツロマン派器楽の諸技法を受け継ぐことを目指したこの作曲家は、詩
人を自らのサロンに招き入れて、ドイツの作曲家たちによる室内楽曲を聴く機会を与え





グナー Richard Wagner（1813-1883）である。 
50 Andreina Manzo, “Sgambati e i salotti musicali romani,” in AA. VV., La romanza italiana da salotto, a cura di 
Francesco Sanvitale (Torino: EDT e Istituito Nazionale Tostiano, 2002), pp. 397-413. 
51 なお、ローマ時代のトスティとダンヌンツィオのあいだに深い友情があったことは疑いないが、ダンヌンツィオが自
らの詩的興趣の十全な反映を当時のトスティの歌曲のなかに見出していたとは考えにくい。というのは、1892年まで
のトスティとの共同制作における歌詞はほとんどすべてマーリオ・デイ・フィオーリ Mario dei Fiori 名義で書かれて
おり、後年のダンヌンツィオ自身による作品選集には 1 点も収録されていないからだ。つまり、かつて A. G. コラッツ
ォルが指摘したように、詩人は、これらのテクストを、音楽なしに成立する詩として練り上げたのではなく、
サロン向け室内歌曲
ロ マ ン ツ ァ ・ ダ ・ サ ロ ッ ト
の作曲家トスティひとりのためにあくまで「肩の力を抜いた実験」または「社交の遊戯」として書
きとめたのである。コラッツォルのその指摘については次を参照。 Adriana Guarnieri Corazzol, “I musicisti di 
D’Annunzio: la lirica da camera,” in AA. VV., La romanza italiana da salotto, a cura di Francesco Sanvitale (Torino: 
EDT e Istituito Nazionale Tostiano, 2002), pp. 174-175. 
52 Gabriele d’Annunzio, un articolo senza titolo, pubblicato prima con il pseudonimo “Lila Biscuit” su La Tribuna 
(27 gennaio 1887); e poi ripreso in Id., Scritti giornalistici, Vol. I: 1882-1888, a cura e con una introduzione di 
Annamaria Andreoli, testi raccolti e trascritti da Federico Roncoroni (Milano: Mondadori, 1996), p. 822.   
53 Gabriele d’Annunzio, “Il primo concerto,” pubblicato prima con il pseudonimo “Vere de Vere” su La Tribuna (23 
gennaio 1885); e poi ripreso in Id., Scritti giornalistici, Vol. I: 1882-1888, a cura e con una introduzione di Annamaria 
Andreoli, testi raccolti e trascritti da Federico Roncoroni (Milano: Mondadori, 1996), pp. 234-235.  
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とを示す好例は、やはり「 最 小 公
イル・ドゥーカ・ミーニモ



















54 Paola Sorge, “D’Annunzio tra Wagner e Nietzshe,” in Gabriele d’Annunzio, Il caso Wagner, a cura di Paola Sorge 
(Roma: Lit Edizioni, 2013), p. 20. これは、のちほど筆者が本章 1.3で論じるように、詩人がこのとき初めてワーグ
ナーへ傾倒したのではなく、それ以前からあったワーグナーへの敬意や憧憬がこのとき詩人のなかで強まったと見
なされるべきである。 
55 Gabriele d’Annunzio, “Un poeta mélico,” La Tribuna (28 giugno 1886); e poi in Id., Scritti giornalistici, Vol. I: 
1882-1888, a cura e con una introduzione di Annamaria Andreoli, testi raccolti e trascritti da Federico Roncoroni 
(Milano: Mondadori, 1996), p. 592. 
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 イタリアにおける音楽の流通手段の主流は、リチャード・マクナット Richard Macnutt












イタリア初の音楽評論専門紙『ミラノ音楽新聞 Gazzetta Musicale di Milano』を創刊し、
早くもその第 5 号から「主要諸国における音楽芸術の現状を伝えるため 58」イタリア地
方の外における西洋芸術音楽の動向を紹介する記事を掲載しはじめた。その第 1弾が
「博学な音楽評論家 R. ワーグナー氏 59」によるドイツ音楽論だった。これは 1840年 7
月に『パリ音楽新聞 Revue et gazette musicale de Paris』に掲載された記事 60のイタリ
56 Richard Macnutt, “Ricordi,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, accessed February 27, 2014. 
<http://www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/23413>. 
57 Ibid. 内訳は、1824 年フィレンツェ、1860 年ナポリ、1871 年ローマ、1875 年ロンドン、1888 年パレルモおよびパリ、
1901年ライプツィヒ、1911年ニューヨーク。 
58 Riccardo [Richard] Wagner, “La musica in Germania,” Gazzetta musicale di Milano I/5 (30 gennaio 1842): 19. 
59 Ibid., p. 19. 
60 Richard Wagner, “De la musique allemande, ” Revue et gazette musicale de Paris 7/44 (12 juillet 1840): 375-378; 
et 7/46 (26 juillet 1840): 395-398. 
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ェスコ・ルッカFrancesco Lucca （1802-1872）によって 1825年に設立され、1830年代末
からリコルディ社と激しい競争を始めた。音楽ジャーナリズムの分野では、『ミラノ音楽
新聞』に対抗して、1847 年から 1859 年まで『イタリア音楽 L’Italia musicale』を発行し
つづけた。著作権の獲得競争においても、ルッカ社は 1839 年にガエータノ・ドニゼッテ
ィ Gaetano Donizetti（1797-1848）作曲の歌劇の再演権および出版権を得て、さらに
1846年から 48年にかけてジュゼッペ・ヴェルディGiuseppe Verdi （1813-1901）の初期




61 [s. n.], “Carteggio,” Gazzetta musicale di Milano I/51 (18 dicembre 1842): 221. 
62 実際、ワーグナーの楽劇がイタリア各地で初演されるのははるか後のことである。各作品とイタリア初演の年およ
び場所は次の通り。《ローエングリン Lohengrin》――1871 年ボローニャ、《タンホイザー Tannhäuser》――1872 年
ボローニャ、《リエンツィ Rienzi》――1874 年ヴェネツィア、《さまよえるオランダ人 Der fliegende Holländer》
――1877年ボローニャ、《ニーベルングの指輪Der Ring des Nibelungen》4部作――1883年ヴェネツィア・ボローニ
ャ・ローマ・トリノ・トリエステ、《トリスタンとイゾルデ Tristan und Isolde》――1888年ボローニャ、《ニュルンベルクの
マイスタージンガー Die Meistersinger von Nürnberg》――1889年ミラノ、《パルジファル Parsifal》――1914年ボロ
ーニャ。なお、1871年から 1982年までのイタリア各地での上演記録については次の文献を参照。 AA. VV., Wagner 
in Italia, a cura di Giorgio Manera e Giuseppe Pugliese (Venezia: Marsilio Editori, 1982), pp. 100-207. 
63 加藤浩子『ヴェルディ――オペラ変革者の素顔と作品』（東京：平凡社、2013年）、102頁。 
64  アミルカッレ・ポンキエッリ Amilcare Ponchielli（1834-1886）、アルフレード・カタラーニ  Alfredo Catalani 
（1854-1893）、アントーニオ・スマレーリャ Antonio Smareglia （1854-1929）など。 
65 ジャック・アレヴィ Jacques Halévy（1799-1862）《ユダヤ人の女 La Juive》（1835）、シャルル・グノー Charles 
Gounod （1818-1893）《ファウスト Faust》（1859）、ジャコモ・マイアベーア Giacomo Mayerbeer （1791-1864）《アフリ
カの女 L’Africaine》（1865）など。 
66 フリードリヒ・フォン・フロトウ Friedrich Freherr von Flotow （1812-1883）《マルタMartha》（1847）など。 
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ーニ Giovanni Pacini （1796-1867）である。彼は、ドニゼッティやベッリーニの同時代
人として「1820-40 年代にはイタリア歌劇を牽引した作曲家のひとりであった 68」けれど
も、最晩年にあたる 1865 年にはもはや時代の変化についていけず、自伝でこう訴えて






67 Stefano Ajani, “Lucca, Francesco,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, accessed February 25, 2014. 
<http://www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/17103>. 
68 Scott L. Balthazar, et al., “Pacini, Giovanni,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, accessed August 5, 
2013. <http://www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/20662>. 
69 Giovanni Pacini, Le mie memorie artistiche (Firenze: Guidi, 1865), pp.134-135 
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なわち、リコルディ社と提携しつつパリ・オペラ座の委嘱で作曲した《シチリアの晩鐘 
Les vêpres siciliennes 》 （ 1855 ） 70から、フランソワ・オベール  François Auber
（1781-1872）作曲の《ギュスターヴ III 世または仮面舞踏会 Gustave III ou le Bal 













トラを観客から隠す企図をリコルディ社第 3 代社長ジューリオ・リコルディ Giulio 
Ricordi （1840-1912）に打ち明けた際には、「これは私のではなく、ワーグナーのまった
く素晴らしいアイディアだ」と述べて、ライバルの方法論をも取り入れる態度を示してい








74 Giuseppe Verdi, “La lettera a Clara Maffei, Clusone” (Torino, venerdì 31 luglio 1863) in Id. Lettere, a cura di 
Eduardo Rescigno (Torino: Einaudi, 2012), p. 447. 
75 Giuseppe Verdi, “La lettera a Calara Maffei, Milano” (Parigi, giovedì 28 dicembre 1865) in op. cit., p. 486. 
76 Giuseppe Verdi, “La lettera a Giulio Ricordi, Milano” (Sant’Agata, lunedì 10 luglio 1871) in op. cit., pp. 619-620.   
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初の 3 作ではヴェルディ中期とグラントペラの様式を折衷している。そして 3 作目で大
失敗してからはワーグナーの作曲技法を吸収して声楽の優位を犠牲にしながら「新し
77 Emerico Giachery, “BOITO Arrigo,” in AA. VV., Dizionario biografico degli italiani, vol. 11 (Roma: Istituto della 
Enciclopedia italiana, 1969), pp. 230-237. 
78 Arrigo Boito, “All'arte italiana. Ode saffica col bicchiere alla mano,” Museo di famiglia (20 novembre 1863); e poi 
riprodotto in Id., Tutti gli scritti, a cura di Pietro Nardi (Milano: Mondadori, 1942), pp. 1373-1374. 
79 Arrigo Boito, “Cronaca,” Figaro (21 gennaio 1864); e poi riprodotto in Id., Tutti gli scritti, op. cit., p. 1107. 




                                                 




















 第 3 のキーポイントは、ダンヌンツィオがそうした作曲家に対して音楽の効果ではな
81 Matteo Sansone, “Smareglia, Antonio,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, accessed May 7, 2014. 
<http://www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/25980>. 
82 Michele Girardi, “Catalani, Alfredo,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, accessed May 10, 2014. 
<http://www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/05158>. 
83 Angelo Zanardini (libretto), Dejanice: dramma lirico in quattro atti, musica di Alfredo Catalani (Milano: Ricordi, 
1920), pp. 30-31. 
84 Carlo d'Ormeville e Antonio Zanardini (libretto), Loreley: azione romantica in tre atti, musica di Alfredo Catalani 
(Milano: Ricordi, 1927). 
85 Luigi Illica (libretto), La Wally di W. de Hillern: riduzione drammatica in quattro atti, musica di Alfredo Catalani 
(Milano: Ricordi, 1926). 










ディ Giacomo Leopardi （ 1798-1837 ）は 、 『雑記集  Zibibadone di pensieri 』




 その 19 世紀前半の批判は、しかしダンヌンツィオの批判とはいったん異なる方向へ
進む。その方向は制作現場から上がった声にあらわれている。台本作家かつ音楽評論
家であったジュゼッペ・カルパーニ Giuseppe Carpani（1752-1825）88は、『ロッシーニ讃







87 Giacomo Leopardi, Pensieri di varia filosofia e di bella letteratura, a cura di Giosuè Carducci, Vol. V (Firenze: Le 
Monnier, 1900), p. 68. なお、セルジオ・マルティノッティ Sergio Martinotti （1932-2012）は、レオパルディがクリスト
フ・ヴィリバルト・グルック Christoph Willibald Gluck （1714-1787）によるオペラ改革を知らかったらしいだけではな
く、ベッリーニやドニゼッティを実際に聴いたことがあるにも拘わらず議論の範疇に含めていないと主張している。次
を参照。Sergio Martinotti, “La concezione musicale di Giacomo Leopardi,” in AA. VV., Leopardi oggi. Incontri per il 
bicentenario della nascita del poeta, a cura di Bortolo Martinelli (Milano: Vita e Pensiero, 2000), p. 176. 
88 今日カルパーニはとくにジョヴァンニ・パイジエッロ Giovanni Paisiello（1740-1816）作曲の歌劇《ニーナあるい
は恋に狂った娘 Nina ossia La pazza per amore》（1789）の原作台本を書いたことで記憶されている。他に、彼の短
い詩「この暗い墓のなかで In questa tomba oscura 」（1807）は、出版社の企画でアントニオ・サリエーリ Antonio 
Salieri （1750-1825）やルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven （1770-1827）を含む多数の作
曲家によって曲をつけられている。次を参照。 Patricia Lewy Gidwitz. “Carpani, Giuseppe,” in Grove Music Online. 
































[s. n.], “Carteggio,” Gazzetta musicale di Milano I/51 (18 dicembre 1842): 221. 
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91 Gabriele d'Annunzio, “Il caso Wagner,” I-III in La Tribuna (23 luglio, 3 agosto, 9 agosto 1893); e poi ripreso in Id., 
Scritti giornalistici, Vol. II: 1889-1838, a cura e con una introduzione di Annamaria Andreoli, testi raccolti da Giorgio 
Zanetti (Milano: Mondadori, 2003), pp. 233-251. 
92 Ibid., p. 233. 
93 詩人は次の仏訳に基づいている。Friedrich Nietzsche, Le Cas Wagner, un problème musical, traduit par Daniel 
Halévy et Robert Dreyfus (Paris: A. Schulz, 1893). その原著は次の文献である。Friedrich Nietzsche, Der Fall 
Wagner. Ein Musikanten-Problem (Leipzig: Neumann, 1888). 
94 Ibid., p. 237. 
95 Ibid., p. 243. 
96 Ibid., p. 244. 




                                                 
ワーグナーを称賛するのだった 98。 
 また別のときには、その芸術家は、詩人にとって、音楽ではなく文学上の模倣の対象
にさえなっている。小説『死の勝利 Trionfo della morte』（1894）第 6部 1節では、詩人
自身の分身といわれる主人公ジョルジョが、執筆当時の愛人の投影とされる恋人イッ
ポーリタに、ワーグナー《トリスタンとイゾルデ》全幕をピアノで伴奏しながら語り聴かせ
ている 99。興味深いことに、この節のおよそ 8 割を占める長大なその描写は、マリア・ジ



















『超人』――19 世紀末のイタリアにおけるニーチェ受容の一例」、『京都産業大学論集 人文科学系列』 第 39 号、
2008年、94～111頁。 
99 Gabriele d’Annunzio, Trionfo della morte, a cura di Maria Giulia Balducci (Milano: Mondadori, 1995), pp. 
336-351. 
100 Ibid., pp. 412-414. 
101 Ibid., p. 351. 
102 Ibid., p. 351. 
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103 Gabriele d’Annunzio, “Il fuoco”, in Id., Tutti i romanzi, novelle, poesie, teatro, introduzione generale di Giordano 
Bruno Guerri, a cura di Giovanni Antonucci e Gianni Oliva (Roma: Newton Compton, 2011), pp. 1046-1047. 


















































第 2章 ピッツェッティの準備――歌曲《牧人たち》 










 第 1 の手がかりは日付である。作曲家は、この歌曲に 1908 年春から着手し、同年 6





 第 2 の手がかりは作曲家自身による歌曲論である。より具体的にいえば、ピッツェッ





106 Mila De Santis, “Aspetti della lirica da camera su testi di d'Annunzio,” in D'Annunzio: Musico imaginifico. Atti 
del Convegno internazionele di studi. Siena, 14-16 luglio 2005, a cura di Adriana Guarnieri, Fiamma Nicolodi, 
Cesare Orselli (Firenze: Leo S. Olschki, 2008), p. 215. 
107 作曲時期についてはパルマのパラティーナ図書館に所蔵されている自筆稿の扉と最終頁に基づく。 Ildebrando 
Pizzetti, I pastori, autografi pizzettiani conservati nella Biblioteca Palatina di Parma: F.Pizz.Mss.B.69. 
108 Bruno Pizzetti, Ildebrando Pizzetti: Cronologia e Biografia (Parma: Pillotta, 1980), p. 65. 
109 Ildebrando Pizzetti, “La musica nel dramma latino dell’avvenire,” sul Mondo Artistico, a. XLII, n. 17-8, Milano, 
1 aprile 1908: 1. 
110 Bruno Pizzetti, op. cit., p. 65. 
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111 Ildebrando Pizzetti, “La lirica vocale da camera,” Il Marzocco XIX/1 (15 marzo 1914): 3; e poi ripresa in Id., 
Intermezzi Critici (Firenze: Vallecchi, 1921), p.168. 





                                                 
的な場所へ飛躍する 114」とはいえ基本的にはトスカーナ地方の情景を中心として叙述






I Pastori     牧人たち 
 
Settembre, Andiamo. È tempo di migrare.     A 九月だ、行こう。移り住むときだ。 
Ora in terra d’Abruzzi i miei pastori     B いまアブルッツォの地でわが牧人たちは 
lascian gli stazzi e vanno verso il mare:     A 柵をあとにし海を目指して歩む。 
scendono all’Adriatico selvaggio     C 降りゆく先にあるのは未踏のアドリア海、 
che verde è come i pascoli dei monti.   5     D 海は青々としてまるで山々の牧草のようだ。 
 
Han bevuto profondamente ai fonti     D 彼らは高地の泉で深々と 
alpestri, che sapor d’acqua natìa     E 飲んできた、そのふるさとの水の味わいが 
rimanga ne’ cuori esuli a conforto,     F さまようこころに慰めとしてとどまるように、 
che lungo illuda la lor sete in via.     E 道すがら自らの渇きを長らくあざむくように。 




E vanno pel tratturo antico al piano,     G そして平野へつづく古き山道を伝って、 
quasi per un erbal fiume silente,     H あたかも草のなびく静かな川を行くかのように、 
su le vestigia degli antichi padri.    I 古き父祖たちの遺した足跡のうえを歩む。 
O voce di colui che primamente     H おお海岸線の揺らめきを 
conosce il tremorar della marina!    15     J 最初に認める者たちの声！ 
114 同前、111頁。 
115 訳文は筆者による。原文は次を参照。 Gabriele d’Annunzio, “I pastori,” in Id., Versi d'amore e di gloria, vol. II, 




                                                 
 Ora lungh’esso il litral cammina     J いまや海岸沿いを歩く 
la greggia. Senza mutamento è l’aria.     K 羊の群れ。天候の変わる兆しはない。 
Il sole imbionda sì la viva lana      L 金の陽光に生き生きと映える羊毛は 
che quasi dalla sabbia non divaria.     K 白砂にも見紛うばかりだ。 
Isciaquìo, calpestìo, dolci romori.   20     M 波のざわめき、蹄のどよめき、優しいささめき。 
 
Ah perché non son io co’miei pastori?  Mかつ B ああ私はなぜ牧人たちとともにいない？ 
 
第 1詩節 













 第 6-10 行で、詩の話者は牧人たちの整えた準備について説明している。これは第 1
詩節で現在時制で語られた出発時点よりもわずかに前の出来事である。実際、牧人た
ちの姿は「高地の泉で（…）水を飲み Han bevuto (...) ai fonti / alpestri 」「榛の杖を新し










心に ne’ cuori esuli」故郷の水の味わいを覚えておくことによって自らの「渇き」を抑え
ようとした、と話者は語る。この「渇き sete」という語は、とくに第 9行で繰り返される “l” 





 第 10-13 行で、詩の話者は牧人たちとともに彼らの旅の過程をたどっている。語りは
過去時制からふたたび現在時制へ戻る。この語りのなかで、牧人たちの営みが遥かな
祖先の時代から変わらない伝統であることが強調されている。実際、話者は第 11 行
「平野へとつづく古き山道 il tratturo antico al piano」を、いったん第 12行で「草のなびく





描写している。このうち第 15 行「海岸線の揺らめきを認める conosce il tremorar della 
marina」は、複数の注釈者 116によれば、ダンテ『神曲』煉獄篇第 1歌第 116-117行「遥
かに / 海岸線の揺らめきを私は認めた di lontano / conobbi il tremolar de la marina」
の借用である。その意義を明らかにするため、いったんダンテの詩行について手短に振
り返っておこう。地獄の常闇から脱出したダンテは、穢れを落とすべく煉獄島の周縁に
116 Edoardo Sanguineti (ed.), Poesia italiana del Novecento (Torino: Einaudi: 1991, c1969), p. 140; Fedirico 
Roncoroni (ed.), Gabriele d’Annunzio. Poesie (Milano: Garzanti, 1982, c1978), p. 507; Annamaria Andreoli e Niva 
Lorenzini, “Note,” in Gabriele d’Annunzio, Versi d’amore e di gloria, edizione diretta da Luciano Anceschi (Milano: 
Mondadori, 2001, c1984), p. 1272. 
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 第 21 行で、詩の話者は自らの幻滅と深い孤独感を表している。「ああ私はなぜ牧人















 この詩は 11音節詩句全 21行から成り、5行を 1詩節として、4詩節と独立した 1行
に分けられる。脚韻構造を記号化すると ABACD DEFEG GHIHJ JKLKM Mかつ B と
表せる。なぜ最終行末だけ M かつ B と表記されるのかといえば、第 21 行末尾の語 
pastori は直前の第 20 行末尾の語 romori と押韻しているばかりでなく、冒頭の第 2
行末尾の語 pastori と完全に一致しているからだ。とくに後者は、同音異義語ではなく
同一の語による脚韻であるから、同一韻 rima identica に分類される。 
 とくにこの同一韻は重要な機能を担っている。 







る。古典から実例を 2つ挙げておこう。まず、ダンテは『神曲』天国篇の 4箇所 119におい
て「キリスト Cristo」の語による同一韻を用いているが、これは詩人がその冒しがたい
神聖性を強調するために他の語と押韻することを避けたと解される。また、ペトラルカは
『俗語詩断片集 Rerum vulgarium fragmenta』のうち 9篇 120のなかですべての脚韻に
同一韻を用いているが、これはそれら9篇のとる形式がひとえに「6行抒情詩節 sestina 
lirica」であって、つまり同一詩節中ではなく各詩節間で押韻しながら直前の詩節の脚
118 Pietro G. Beltrami, La metrica italiana, quinta edizione (Bologna: il Mulino, 2011), p. 215. 
119 『神曲』天国篇第 12歌 71, 73, 75行、第 14歌 104, 106, 108行、第 19歌 104, 106, 108行、第 32歌 83, 85, 87
行。次を参照。 Dante Alighieri, La Divina Commedia: III. Paradiso, a cura di Daniele Mattalia (Milano: RCS, 1999, 
c1960), pp. 223-224, 265, 377-378, 614. 
120 『俗事断片詩集』第 22, 30, 66, 80, 142, 214, 237, 239, 332歌。次を参照。 Francesco Petrarca, Canzoniere, a 
cura di Paola Vecchi Galli (Milano: RCS, 2012), pp. 155-156, 191-192, 303-304, 364-365, 581-582, 761-762, 
818-819, 823-824, 1090-1092. 
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韻構造を「交差逆行法 retrogradazione incrociata」（123456→615243）で入れ替える
















 ルネサンスを切り開いたフランチェスコ・ペトラルカ Francesco Petrarca（1304-1374）
は、苦悩する自己を際立たせるため、それに牧人を対置しつつ自然の営みへ寄り添わ
せている。実際、『俗語詩断片集 Rerum vulgarium fragmenta』第 50歌のカンツォーネ
「空が早く暮れる季節には Ne la stagion che ’l ciel rapido inchina」のなかで、第 3詩
節に登場する「牧人 ’l pastor」は、第 1 詩節の「やつれた巡礼の老女 la stancha 
vecchiarella pellegrina」や第 2詩節の「貪欲な農夫 l’avaro zappador」と同じように、日
暮れとともに日中の労苦から解放されて、「物思いにふけることなく横たわって眠り
senza pensier’ s’adagia e dorme」疲れを癒す。しかし他方で詩の話者「私 io」は、片思
いの対象である女性ラウラ Lauraの隠喩としての「太陽 ’l sol」のせいで、昼にはその
存在に悩まされ、夜にはその不在に煩悶しつづける 121。 
 イタリア文学史上ルネサンス後期に属する 16 世紀の詩人ベルナルド・タッソ
121 Francesco Petrarca, Canzoniere, a cura di Paola Vecchi Galli (Milano: RCS, 2012), pp. 253-255. 
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Bernardo Tasso（1493-1569）122においては、ペトラルカにあった牧人と自己のあいだの
距離が極限まで広げられている。各地の宮廷を転々としつつ諸侯に仕えたベルナルド
は、遠いところではホラーティウス Quintus Horatius Flaccus （B. C. 65 - B. C. 8）『エ
ポード集 Epodi』第 2 歌に倣いつつ、また近いところではヤコポ・サンナザーロ Jacopo 
Sannazaro （1480-1504）の牧歌『アルカディア l’Arcadia』（1504）から影響されながら、
牧人を、俗世のいざこざとはまったく無関係な理想郷の住人として扱っている。実際
『詩華集 Rime』（1560）所収の詩「おお幸せな牧人たちよ O pastori felici」において、
「私 io」は、「荒れ狂う世界の煩悶と苦悩に生きる vivemo a le noie del tempestoso 
mondo ed a le pene」「私たち noi」のあいだから、その俗世にはいない「牧人たち 
pastori」へ「おまえたち voi」と呼びかけつつ、相手の「喜びにあふれた静かな生活 Vita 
gioiosa e queta」を春夏秋冬の美しい無害な自然描写に溶け込ませながら強烈に理想
化して思い描いている 123。 
 イタリアロマン主義の代表的詩人ジャコモ・レオパルディ Giacomo Leopardi 
（1798-1837）においては、うってかわって、自己は牧人そのものに同一化するが、しかし
自然にとけこむのではなく孤独に対峙する存在として描かれる。『詩歌集 Canti』
（1835）所収の詩「アジアのひとりさまよう牧人による夜の歌 Canto notturno di un 
pastore errante dell'Asia」において、「私 io」は、イタリアでも古代アルカディアでもなく
中央アジア高原地帯に立つ牧人となって、夜空に輝く月に向かって、生の意味をひとり
問いかける。自然は、同じ詩人による有名な詩「無限 l’Infinito」で「私の思考 il pensier 
mio」を溺れさせてしまう「あの無限の沈黙 infinito silenzio」124と同じように、この詩「夜
の歌」においてもやはり「限りない大気 l'aria infinita」や「あの深く果てない蒼穹 quel 
122 ベルナルド・タッソは、イタリア文学史全体のなかでは息子トルクァート・タッソ Torquato Tasso（1544-1595）の輝
かしい名声の影に隠れてしまっているが、ダンヌンツィオへの影響について考察するうえでは無視できない詩人であ
る。例えば、ダンヌンツィオは、自らの詩集『キメラ Chimera』（1885-1888）のうち 8 篇「妖女たちをめぐるソネット群 
Sonetti delle fate」のなかで、ベルナルドの代表作である騎士物語詩『アマディージ L’Amadigi』（1560）の主人公と
女性たちを登場させている。そのソネット群については次を参照。 Gabriele d’Annunzio, “Sonetti delle fate,” in Id., 
Versi d’amore e di gloria, edizione diretta da Luciano Anceschi, a cura di Annamaria Andreoli e Niva Lorenzini, vol. 
I (Milano: Mondadori, 2006, c1982), pp. 535-542 e 1110-1115. なお、ダンヌンツィオの蔵書のなかには 1730年代
から 1830年代までに出版されたベルナルドの詩集や書簡集が合計 11点含まれており、これらは今日ヴィットリア―
レ図書館で閲覧できる。 
123 Bernardo Tasso, “O pastori felici,” in AA.VV., Poesia italiana: il Cinquecento, a cura di Giulio Ferroni (Milano: 
Garzanti, 1978), pp. 56-59. なおこの詩は、ダンヌンツィオ「牧人たち」と比べると、異なる脚韻の枠組みを持つが、5
行を 1詩節としている点で共通している。 
124 Giacomo Leopardi, “L’infinito” in Id., Canti, a cura di Alessandro Donati (Bari: Laterza, 1917), p. 49. 
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profondo infinito seren」というように自己の認識を超越するものとして圧倒的に現前し
てくる。「牧人」としての自己は、「はるかにとりまく地平線で空に接しているひとけのな
い平原の上 sul deserto piano, / che, in suo giro lontano, al ciel confina」に立って、ただ
存在するためだけに存在している無限の自然を見つめながら、意味の欠如に耐え切れ
ず「生が災いであるならば、／どうしてここでひとは耐えているのか？ Se la vita è 

















する志向があらわれている 126。だからこそ、最終第 21 行で「私」は、実は「牧人たち」と
125 Giacomo Leopardi, “Canto notturno di un pastore errante dell'Asia,” in Id., Canti, op. cit., pp. 88-92. 
126 自然を動的なものとして捉えつつそれに一体化しようとする志向は、この詩「牧人たち」を収めた詩集『アルチョ





浸る。Gabriele d’Annunzio, “La pioggia del pineto,” in Id., Versi d’amore e di gloria, edizione diretta da Luciano 
Anceschi, a cura di Annamaria Andreoli e Niva Lorenzini (Milano: Mondadori, 2001), pp. 465-468. 
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1 に複数の「文」をつなげてひとつの楽句へまとめてしまうこと（第 1 詩節 1 行など）、第
2 に 2 行にまたがる比較的短いひとつの「文」を複数の短い楽句へ細かく分けてしまう
こと（第 2詩節 6-7行頭までなど）、第 3 に 2行にまたがる比較的長いひとつの「文」か








譜例は第 20-27小節の声楽パートにおける旋律である（詩第 2-3行）。これは e を主音






















Giovanni Tebaldini（1864-1952）の講義からであった。Ildebrando Pizzetti, La musica dei greci (Roma: Casa editrice 
"musica", 1914), p. 3. 
128 Gabriele d'Annunzio, Trionfo della morte (Milano: Mondadori, 1995), pp.207-208.. 
129 Ibid., p.208.. 
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おける保続音は、《三月の邂逅 Incontro di marzo》（1904）を始めとする最初の歌曲群
の中にすでに認められたものであり 133、《牧人たち》ではあくまで付帯的な効果をもた
らしているにすぎない。 
130 Ibid., p.209. 
131 Edoardo Sanguineti (ed.), Poesia italiana del Novecento (Torino: Einaudi: 1991, c1969), p. 140; Fedirico 
Roncoroni (ed.), Gabriele d’Annunzio. Poesie (Milano: Garzanti, 1982, c1978), p. 507; Annamaria Andreoli e Niva 
Lorenzini, “Note,” in Gabriele d’Annunzio, Versi d'amore e di gloria, edizione diretta da Luciano Anceschi, a cura di 
Ids., vol. II, «I Meridiani» (Milano: Mondadori, 2001, c1984), p. 1272; 
132 これを主題労作 thematische Arbeitの一種として捉えるならば直近のドイツ器楽に由来するものと見なしうるだろ
うが、しかしその用法と効果は次項で詳しく見るようにあくまで独特である。 
133 Adelmo Damerini, “Ildebrando Pizzetti: l'uomo e l'artista,” L'Approdo musicale XXI (1966): 15; Riccardo 
Viagrande, La generazione dell'Ottanta (Monza: Casa Musicale Eco, 2007), p. 31. 
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第 1-18小節／第 1詩節 第 1行 
 初めに第 1-10小節にてピアノパートが主要主題 P を提示する。 




レの旋法による部分動機の連続 v-w-x-y-u から、後半は a を主音とするラまたはレの
旋法による部分動機の連続 v-w-x-y-z から、それぞれ成り立っている。この平行 8 度





において、a を主音とするレの旋法にしたがって、第 1行を歌いはじめるからだ。 
 第 9-12 小節の声楽パートにおける「九月だ、行こう Settmbre, andiamo」という呼び
かけは、ピアノパートの動きによって強調される。第 10-12 小節にて主題 P の結尾にあ
134 2.2 における楽曲のタイムライン及び譜例は、筆者が次の楽譜資料に基づいて作成した。 Ildebrando Pizzetti, I 
pastori (Firenze: A. Forlivesi, 1916). 
135 Riccardo Viagrande, op. cit., p. 31. 
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たる部分動機の連続 y-z があらわれ、第 14 小節いっぱいまで部分動機 z ならびに
その 3 倍の音価の z×3 が響く。その後第 15-18 小節にて、今度は主題 P の冒頭にあ




第 19-34小節／第 1詩節 第 2-5行 










 さらに、ピアノパートの拍子が 2拍子系から 3拍子系へと変わる。他方、声楽パートは、








第 35-54小節／第 2詩節  
 ここで声楽パートは、牧人たちの整えた準備について説明する第 6-10 行を歌ってい
る。 
 詩における郷愁の高まりは、とくに第 44-46 小節であふれんばかりに表現されている。
声楽パートはここで詩の第 9行における “l” の頭韻を含む言葉を歌いながら上行して
pp で最高音 g2（☆印）に達する。そして「渇き sete」という語が発されたとたんに、ピアノ












 この意識は音楽によって強調される。特にピアノパートは第 19-34 小節よりも強い変
化を見せる。 




 また、主題の部分動機がふたたび 3 倍の音価に拡大される。しかも今回は常に拡大
された動機が反復されている。 
 そして、ピアノパートの拍子が第 55小節からふたたび 3拍子系へ変化する。そのうえ
第 65-70 小節では声楽パートの拍子もまた 3 拍子系に合流する。したがって強拍と強
拍の間隔が両パートともにより広がるので、音楽はゆったりと落ち着いた印象を帯び
る。 




















 また、拍子が 2 拍子系に戻っている。3 拍子系をとっていた直前の箇所に比べると強
拍の間隔がふたたび狭まるため、時間感覚が切り詰められる。 






する働きを持つ（ただし yは zもしくは uを呼び出す）。実際、ここまでは、部分動機のひ
とつの連なりのなかで v が出現するとたいてい w, x というふうに続いてきていた。し
たがって鑑賞者は、この箇所でも、 w を聴くと次に x の出現を強く期待する。にも拘










第 83-105小節／第 4詩節 
 





 第 83-97 小節では、譜例の




 同じ箇所で、和声は常に a moll の主和音もしくはその代理和音に留まっている。機
能和声からいって強い進行がまったく現れず、いわば凪の状態に近い。さらに、その後
声楽パートが第 20 行を歌っている第 99-103 小節では、ピアノパートの和声は、b の保
続音を伴いながら、1小節ごとに順に全音ずつ下行していく。 
 





 ピアノパートは直前までの停滞を唐突に破って、第 105-107 小節において主題 P の
前半を再現する。この再現は、詩の話者が夢想から現実へ立ち返る瞬間に対応してい
る。実際、その直後である第 108-113 小節において、声楽パートは、話者の幻滅と深い


















































































19世紀末からあらわれる文学オペラ Literaturoper136 に分類される。 
 とはいえ、その原作戯曲の題材を提案したのは実質的にはピッツェッティであった。
1908 年 11 月 4 日、作曲家が詩人のもとを訪れて歌曲《牧人たち》を演奏して聞かせ、





シー Claude Debussy （1862-1918）作曲の歌劇《ペレアスとメリザンド Pelléas et Mélisande》（1902）は、モーリス・メ
ーテルリンク Maurice Maeterlinck（1862-1949）の同題戯曲をほぼそのまま利用している。また、リッカルド・ザンドナ
ーイ Riccardo Zandonai（1883-1944）作曲の歌劇《フランチェスカ・ダ・リミニ Francesca da Rimini》（1914）は、編集
者ティート・リコルディ Tito Ricordi （1865-1933）がダンヌンツィオによる同題の悲劇を短縮して作成した台本に基
づく。次を参照。三ヶ尻正「文学オペラ」、『オペラ事典』 戸口幸策・森田学監修（東京：東京堂出版、2013 年）、388











                                                 
にそれに作曲するよう促した 138。こうして、詩人は 1908 年 12 月から翌 1909 年 2 月ま
で作業を続けてその戯曲を完成させ、同年 4 月にそれをミラノのテアトロ・リーリコで初
演した 139。 





 各幕は、それぞれの内部に場面転換を含まず、あるいは 18-19 世紀の歌劇における
レチタティーヴォとアリアの交代のように劇の流れを分断する区切りを持たない。むしろ、
一幕ごとに、一定の場所で一定の時間帯に起きた出来事を、切れ目なく表現している。 















Pizzetti, Fedra, la minuta del libretto dall’Ippolito di Euripide, conservata nella Biblioteca Nazionale Centrale di 
Firenze: Fondo Pizzetti 19. 
138 Ildebrando Pizzetti, “Fedra. Memorie e appunti del musicista per la biografia del poeta,” Scenario VII/4 (aprile 
1938): 199. ただし日付についてはその回想録に記載されていないため、次を参照した。 Bruno Pizzetti, Ildebrando 
Pizzetti: Cronologia e Biografia (Parma: Pillotta, 1980), p. 65. 
139 Annamaria Andreoli, “Note e notizie sui testi” in Gabriele d’Annunzio, Tragedie, sogni e misteri, Vol. II 
(Mondadori: Milano, 2013), p. 1585. 
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ウリピデスの他、ルキウス・アンナエウス・セネカ Lucius Annaeus Seneca (前 1頃-65）、





た 141。そこで 2 人の息子が交代でテーベを治めることになったが、あるとき一方のエテ
オークレ〔エテオクレース〕が取り決めに反して統治を交代しなかったので、他方のポリ
140 オウィディウス『変身物語（上）』中村善也訳、東京：岩波書店、1981年、315頁。 




                                                 
ニーチェ〔ポリュネイケース〕は不満を抱いてアルゴ〔アルゴス〕の王アドラースト〔アドラ
ーストス〕のもとへ赴いて、遠征軍を起こし、テーベの 7 つの門を攻めて死闘を繰り広げ














 原作戯曲の第 1 幕では、エウリートは、もともとアルゴの 7 将のひとりカパネーオ〔カ
パネウス〕の戦車の「御者 l’auriga」として従軍していたが、アルゴ軍敗北にあたってテ
ーベに囚われ、のちにテーセオによって解放された、という設定を与えられている（原作
戯曲 289-292 行 144）。そしてフェードラたちの前でテーセオの戦勝を報告した後で、 2
つのエピソードを伝える。 1 つはアイスキュロス 145に基づくもので、カパネーオが、テー
ベ〔テーバイ〕のエレットラ〔エレクトライ〕門を攻める際に、神に反逆する言葉を吐いたと
ころ、雷に撃たれて死んでしまったという内容だ（原作戯曲 306-422行 146）。もう 1つは
142 アイスキュロス「テーバイ攻めの七将」高津春繁訳、『ギリシア悲劇 I アイスキュロス』 東京：筑摩書房、1985
年、333～391頁。 
143 エウリピデス「救いを求める女たち」中山恒夫訳、『ギリシア悲劇 III エウリピデス（上）』東京：筑摩書房、 1986
年、404～472頁。 
144 Gabriele d’Annunzio, “Fedra,” in Id., Tragedie, sogni e misteri, Vol. II, a cura di Annamaria Andreoli con la 
collaborazione di Giorgio Zanetti (Milano: Mondadori, 2013), p. 383. 
145 アイスキュロス、前掲書、356～357頁。 
146 Gabriele d'Annunzio, “Fedra,” in op. cit., pp. 384-389. 
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エウリピデス 147に基づくもので、カパネーオの遺体がテーセオによって奪回されたあと
で弔いのために焼かれているとき、死せる英雄の妻エヴァードネ〔エウアドネー〕が断崖















 しかるに歌劇台本では、以上の 2 つのエピソードとそこからつながる展開がまったく









148 Gabriele d'Annunzio, “Fedra,” in op. cit., pp. 392-396. 
149 Ibid., pp. 397-399. 
150 Ibid., pp. 430-437. 
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151 Ildebrando Pizzetti, “Fedra. Memorie e appunti del musicista per la biografia del poeta,” Scenario VII/4 (aprile 
1938): 199. 
152 Ibid., pp. 347-349. 
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  救いを求める女           異国の 
     女王よ、けっこうなことだ 
     あなたの堂々たる夫を 
     永遠なる 1柱の神にたとえるのは。 
     しかし彼が勝利しあなたのもとへ帰還するというのに 
     なぜ、あなたは内心では喜ばずに怒って 









  フェードラ    そなたは泣けるではないか 
     まだ！ 飲めるではないか 
     自らの涙を！ 
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  フェードラ    そなたの胸は 
     そなたの血の脈打つたびに苦しんでのたうちはしない。 
     風は、草木を休ませる一方で、そなたの見捨てられた肉体を 
     痛めつけることはない。煩悶の夜は 
     そなた自身の吐息であえぎはしない。 
     太陽はそなたをむごたらしい車輪に 
     縛りつけもしない。そなたには聞こえぬ、聞こえぬ、 
     身の毛もよだつほどに、聞こえぬのだ、 
     はらからの怪物が自らの中で 
     咆哮するのも…… 
  ゴルゴ      もうお黙りください！ 





  フェードラ      しかしフェードラは、 
     忘れがたきフェードラは…… 































  フェードラ  かの御方以上にふさわしい者があろうか？ 
   かの御方ほど偽りの誓いや謀略に 
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   手を汚していない者があろうか？ 
   あの御方の他に 
   誰が奇跡の灰を 
   見分けられようか、 
   何しろあの御方は黒い帆を掲げた 
   アテネの船に 
   パジーファエの子である 
   ふたり姉妹をお載せになって 
   一方の、誰よりも素直な 
   美しい編み毛のアリアドネを未開の 



























































 第 1 に、フェードラが、継子への贈り物のうち、馬でも壺でもなく女性こそを執拗に見
たがっていることだ。その「きわめて美しい」と評判の女性は、テーベの王族の出身であ
るからには、継子から花嫁として愛される可能性を持っている。 
 第 2 に、フェードラが、その女性の美貌をめぐる評判から、何らかの脅威を無意識的
に感じていることだ。だからこそ、抑圧されたそのおそれが、神格化された「美」の幻覚
となって、しかも闘争すべき敵対者として、彼女の眼前に立ち現われたのだ。 












かもアルゴの 7 将のうち 3 人を殺した兄弟たちの妹であることを不用意に明かす
【367-398】。 
 するとフェードラはイッポノーエを〈愛人となりうる女性〉として認める。 
  フェードラ   ともあれ喜べ、 
    おおスパルティの末裔の花よ、 
    そなたは奴隷にはせん、イッポーリトの 
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    花嫁としよう。そなたは 
    矢筒をつけた 154アマッヅォネ族の息子 155と 
    獅子の毛皮に覆われた新婚の褥を 
    分かちあうのにふさわしい。 
    甘やかなのだ彼の唇は、甘やかなのだ 
    くちづけるのを恐れぬ者にとってはな、 
    イッポノーエよ。          【398-407】 











  テーベの女奴隷   おお女王さま、女王さま、あなたのうえで 
    あなたのまわりで、炎が大きくなっていきます！ 
  フェードラ          今夜 
    彼の足音を聴いてそなたの心臓は 
    口にまで飛び出してくるだろう、 
    そしてそなたはすっかり凍てつくだろう 
    そなたの胸に分かたれた花にいたるまで、 






                                                 
    なぜなら松明を消したからだ、 
    なぜなら恐ろしくて見つめられないのは 
    ターナト〔タナトス〕の顔よりもむしろ彼の 
    ありのままの顔のほうだからだ、イッポノーエよ。 
  テーベの女奴隷   あなたの後ろにターナトがおります！ あなたの後ろに、 
      フェードラさま、黒い少年が！ とりまくものすべてが 





  フェードラ      彼はそなたを抱くだろう 
    自らの鉄の両腕のなかに。 
    彼はそなたを倒し、獅子の毛皮のうえに 
    押しつけるだろう。われを忘れて 









































































156 エウリピデス「ヒッポリュトス」松平千秋訳、『ギリシア悲劇 III エウリピデス（上）』 東京：筑摩書房、1986 年、204
頁。 






























159 ラシーヌ「フェードル」、『フェードル・アンドロマック』 渡辺守章訳、東京：岩波書店、1993年、165～169頁。 
160 グアリーニ『忠実な牧人』第 1 幕開始部のシルヴィオの台詞は、セネカ『パエドラ』開始部のヒッポリュトスの台
詞を模倣している。次を参照。 Battista Guarini, Il pastor fido, a cura di Elisabetta Selmi, introduzione di Guido 





                                                 
『フェードル』におけるイポリットにも受け継がれている。彼は、逆に、狩猟から離れて女









  イッポーリト おおエウリートよ、 
   武人の戦車を 
   操縦していたおまえよ、新しい英雄はいつでも出ていけるぞ！ 
   鹿どもを射るにはもう飽き飽きしているのだ 
   テーセオの子イッポーリトは。 
  フェードラ     何を欲する？ 
   何を欲するのです？ 
  イッポーリト    戦争を。並みいる男どもに 
   勝つことを欲するのだ 
















  フェードラ  けがれなきあなたよ、罪を問われない 
   父親の息子よ、花嫁を力づくで奪う支度をしていたあなたよ、 
   お聞きなさい。もはやあなたに捧げはしません 
   フェードラの愛を。あなたに与えるのは 
   フェードラの力です。 
   わが父王 166は衰えています。わが 
   姉弟のうちふたりはテーセオに殺されました。 
   幾千もの船をあなたにあげましょう、……   【858-865】 
 イッポーリトを誘惑し、自らを服従させている支配者テーセオを倒し、「権杖として三
叉の槍を持つことを許された海の覇者 167」【631-632】の力を取り戻すこと。愛よりも、む
しろそれこそがフェードラの成就したい悲願だったのだ 168。  
 
3.1.4 小結論 







167 「三叉の槍 l’aste di tre punte」は海神ポセイドーネ〔ポセイドーン〕を象徴している。また「海の覇者Talassòcrate」と











































 歌劇《フェードラ Fedra》について、本節では次の 5点の典拠を参照した。 
 ・O 作曲家自筆総譜（1909-1912）169 
 ・FS レンタル総譜リプリント版 170 
 ・VS1 ヴォーカルピアノスコア初版（1913）171 
 ・VS2 ヴォーカルピアノスコア第 2版（1927）172 
 ・VS3 ヴォーカルピアノスコア第 3版（1959）173 
 この歌劇は決定版といえる総譜を持たない。となれば、これら 5 点の典拠が互いに異同を
示した場合、どれを優先するか方針を決めておく必要がある。そのために、これら楽譜資料の
発生系統に関する筆者の仮説を事実に立脚しながら提示しておきたい。 
 自筆総譜 Oは作曲者自身によって 1909年 3月 3日から 1912年 10月 5日まで作成され
た 174。ここから劇場公演に向けて 2つの系統が産みだされた。複写総譜αとヴォーカルピアノ
スコアβの系統である 175。 
 複写総譜αは初演までに作曲家の指示のもとで弟子 176によって作成された。これは 1915
169 Ildebrando da Parma 〔Pizzetti〕, Di Gabriele e di Ildebrando, Fedra (Brivio 3 marzo 1909-Vicchio di Mugello 5 
ottobre 1912), autografo pizzettiano conservato nella Biblioteca Nazionale Centrale di Firenze: Fondo Pizzetti 4. 
170 Ildebrando Pizzetti, Fedra. Tragedia in tre atti di Gabriele d’Annunzio, copia anastatica di una partitura 
manoscritta d’orchestra, a disposizione presso la Casa Musicale Sonzogno. 
171 Ildebrando da Parma 〔Pizzetti〕, Fedra. Tragedia in tre atti di Gabriele d’Annunzio, riduzione per canto e 
pianoforte del Mo Dino Bigalli (Milano: Casa Musicale Lorenzo Sonzogno, 1913). 
172 Ildebrando Pizzetti, Fedra. Tragedia in tre atti di Gabriele d’Annunzio, riduzione per canto e pianoforte di Dino 
Bigalli, seconda edizione corretta e riveduta dall’Autore (Milano: Casa Musicale Sonzogno, 1927). なお V. ボルゲ
ッティはこの第 2 版について「出版年なし」としたうえで公演記録や同時期の台本との照合から「1934 年」と推定し
ているが、彼は単に中表紙裏に記された「1927」という出版年表示を見落としていたものと思われる。Vincenzo 
Borghetti e Riccardo Pecci, Il bacio della Sfinge (Torino: EDT, 1998), pp. 165-166. 
173 Ildebrando Pizzetti, Fedra. Tragedia in tre atti di Gabriele d’Annunzio, riduzione per canto e pianofortte, 
definitiva dell’Autore, nel cinquantenario della prima stesura, 1909 (Milano: Casa Musicale Sonzogno, 1959). 
174 自筆総譜 Oの冒頭と結尾に記入された作曲家の自著と日付および場所に基づく。  
175 αと βの系統は、とくに前奏曲と第 1幕の接続部分において決定的に区別される。FSは、前奏曲の結尾において
ニ長調の I度の和音の基本形にいったん PPで解決しており、休止と終止線を挟んだあとで第 1幕を開始している。
したがって FSは明らかに前奏曲と第 1幕を切断している。他方、VS1, VS2, VS3は、対応する箇所で和声的解決に
至らずに低声部で Fis1と Fisのトレモロのみを響かせながら、終止線を挟まず第 1幕へ進んでいる。したがって VS1, 
VS2, VS3は明らかに前奏曲と第 1幕を切れ目なくつないでいる。この決定的な差異は、FSが複写総譜 αの系統に
属している一方で VS1, VS2, VS3がヴォーカルピアノスコア βの系統に属していることの証拠である。 









者ブルーノ・ストゥッキ Bruno Stucchiが 1943年から 1944年にかけてこの作業を完遂した 178。
そうして再浄書された第 1 幕と 2 幕に、αのうち前奏曲と第 3 幕を加えて、今日残るレンタル
総譜 FSが作成された 179。 
 ヴォーカルピアノスコアβはまずディーノ・ビガッリDino Bigalli (1888-1962)によって作曲家
の監修のもとで作成され、 1913年にVS1として出版された 180。次いで、作曲家監修のもとで
1915年ミラノ初演におけるカットを反映した版がVS2として 1927年に作成された 181。最後に、
やはり作曲家による最終改訂版が VS3 として 1957年に仕上げられた 182。 
 以上の仮説に立ち、各典拠が互いに食い違う箇所では、自筆総譜Oに基づきつつ、小説数
ルゲッティの説については次を参照。Vincenzo Borghetti e Riccardo Pecci, Il bacio della Sfinge (Torino: EDT, 1998), 
p. 166. また、ブルーノによる伝記資料については次を参照。 Bruno Pizzetti, Ildebrando Pizzetti. Cronologia e 
Bibliografia (Parma: La Pilotta, 1980), p. 97.  
177 カットは VS2 や VS3 から確認できる。カットの理由は主にフェードラ役の体力的な問題に関わっていると考えら
れる。その根拠は、指揮者ジャナンドレア・ガヴァッツェーニ Gianandrea Gavazzeni（1909-1996）から作曲家ピッツェ
ッティへ宛てられた 1943年 3月 6日付の手紙のなかに見出される。同年 2月 20日にトリエステでガヴァッツェーニ
指揮により行われた《フェードラ》公演について、ラジオ放送を聴いた作曲家がフェードラ役のソプラノ歌手イーヴァ・
パチェッティ Iva Pacetti （1898-1981）を高く評価したことを受けて、指揮者はその評価に同意しながら次のように書
いている。「第 3幕でも余力を残した状態で第 1幕と第 2幕をあれだけ歌える歌手は他にいません」「パチェッティは
次回公演の際には〔第 2幕における〕イッポーリトとの 2重唱のうちカットされた部分を再挿入したいと言っています」 
ここからわかるように、フェードラ役の演奏時間は他の役と比べものにならないほど多く、その役を担ってきた歌手が
しばしば途中で疲れ果ててしまって第 3幕を十全に歌いきれなかったため、作曲家が第 1幕と第 2幕の一部をカット
することによって歌手の負担を軽減したのである。次を参照。Giannandrea Gavazzeni, La lettera a Ildebrando 
Pizzetti (da Bergamo, 6 marzo 1943), conservata nella Biblioteca Palatina di Parma: Fondo Pizzetti Ep. F. 88. 
178 レンタル譜の第 1幕および第 2幕の最終小節の右余白に認められる表示に基づく。なお写譜者ストゥッキの生没
年はこれまでに判明していない。また、写譜者は不明な点や判読しにくい記号について作業中に作曲家に確認して
いなかった（あるいは確認することができなかった）可能性が高い。その根拠は 2つある。第 1に、当時写譜者から作
曲家へ宛てられた書簡が、作曲家の遺した書簡の山からまったく見つかっていない。第 2 に、自筆総譜 O とレンタル
総譜FSを比較すると、単純な誤謬（写譜上の欠落やスタッカートとテヌートの取り違えなど）が、FS全体のうち、前奏
曲や第 3幕よりもむしろ、ストゥッキの筆跡で浄書された第 1幕と第 2幕のなかにいっそう多く含まれている。 
179 このため、レンタル総譜 FSでは、ストゥッキによる第 1幕および第 2幕の筆跡は、前奏曲および第 3幕の筆跡と、




181 VS2 の表紙の記述および作曲家の息子ブルーノによる伝記資料の記述に基づく。 Bruno Pizzetti, Ildebrando 




                                                                                                                                               
に関しては初演時のカットを反映している VS2 を、細部の指示記号に関しては作曲家自身の













183 詳しくは次の通り。フルート 3、オーボエ 3（IIIはコーラングレ持替）、クラリネット B♭管 3（IIIはバスクラリネット B♭
管持替）、ファゴット 3（IIIはコントラファゴット持替）、ホルン F管 4、トランペット B♭管 2（I・IIともに F管持替）、トロン
ボーン 3、チューバ C 管 1、ティンパニ、パーカッション、ハープ 2、チェレスタ 1、ヴァイオリン I-16、II-16、ヴィオラ 16、
チェロ 10、コントラバス 8。このように、トランペットと弦楽の人数だけが近代的な 3 管編成（トランペット 3、弦楽
16-14-12-10-8）からわずかに逸脱している。 
184 R. ペッチは、前奏曲を単一主題に基づく提示部（1-39小節）、展開部（40-84小節）、再現部（85-100小節）、コー
ダ（101-121 小節）に分けて、再現部以外は伝統的な序曲形式の範囲におさまることを指摘している。 Vincenzo 
Borghetti e Riccardo Pecci, op. cit., p. 99. 
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 声楽パートは、第 3 幕冒頭の葬儀でエートラと合唱によって歌われる歌劇中歌 186
（1-85小節〈死せるイッポーリトに捧げる哀歌 La trenodia per Ippolito morto〉）を除い
て、ほぼ全体にわたってある独特なスタイルをとっている。すなわち先行研究において
「ピッツェッティ風デクラマート il declamato pizzettiano」と呼ばれてきた朗唱様式であ
る。このスタイルはこの作曲家による以後のすべての歌劇に見出される独特な声楽書
法とされている 187。その特徴は、一般的には、ガッティおよびウォーターハウスのいうよ
185 Guido M. Gatti, Ildebrando Pizzetti (Milano: Ricordi, 1954), p. 18; Riccardo Viagrande, La generzione 





187 Ezio Gamba, “L’opera lirica ‘Fra Gherardo’ di Ildebrando Pizzetti e la reinterpretazione drammatica delle sue 
fonti medioevali,” in AA. VV., Narrare la storia. Dal documento al racconto, presentazione di Tullio De Mauro, 
introduzione di Nadia Fusini (Milano: Mondadori, 2006), p. 35. 
86 
 
                                                 
うに、「イタリア語の自然なリズムに即して、言葉の持つあらゆるニュアンスを巧みに表






レ・デル・テアートロ Corriere del Teatro』1915年 4-5月号に掲載されたジューリオ・マリ
オ・チャンペッリ Giulio Mario Ciampelli （1870-1934）による初演の批評 191を取り上げ
ておきたい。 
 批評家チャンペッリは、歌劇《フェードラ》の独創性をやはり声楽パートの「継続的な










188 Guido M. Gatti and John C. G. Waterhouse, “Pizzetti, Ildebrando,” in Grove Music Online. Oxford Music Online, 
accessed January 15, 2010. <http://www.oxfordmusiconline.com:80/subscriber/article/grove/music/21881> なお、こ
の評価はおそらくアデルモ・ダメリーニの次の評価を参照している。「ピッツェッティ風デクラマートのリズムは自律的
ではなく言葉の自然なリズムにしたがっており、舞台や心理の状況に合わせて変化し、テクストの意味に奉仕してい
る。」 Adelmo Damerini, “La declamazione musicale nel dramma di Pizzetti,” in AA. VV., La città dannunziana a 
Ildebrando Pizzetti, a cura di Manlio La Morgia (Milano: Ricordi, 1958), pp. 69-76. 
189 Ibid., p. 35. 
190 Guido M. Gatti and John C. G. Waterhouse, op. cit.. 
191 Giulio Mario Ciampelli, “La stagione scagliera: Fedra,” Corriere del teatro IV/4-5 (aprile-maggio 1915): 23-25. 
192 Ibid., p. 23. 
193 Ibid., p. 24. 
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194 Ibid., p. 24. 




がある、ということだ。」次を参照。 Ildebrando Pizzetti, “La musica e il dramma,” La Rassegna Musicale V/1 (gennaio 
1932); e poi ripresa in Ildebrando Pizzetti, Musica e dramma (Roma: Edizioni della Bussola, 1945), p. 47. 
196 例えば、やはり初演直後、ガエターノ・チェーザリ Gaetano Cesari（1870-1934）の批評にもよく似た見解が見出さ
れる。「ピッツェッティは《フェードラ》の登場人物たちに等しくレチタティーヴォを与え、そのレチタティーヴォから一切
の心理的表現の価値を奪い去り、一種の音楽的散文にしてしまっている。」「彼の選んだ方法は単調な色彩をもたら
した。」 Gaetano Cesari, “La prima di ‘Fedra’ alla Scala,” Il Secolo (21 marzo 1915); e poi ripresa in Vincenzo 
Borghetti e Riccardo Pecci, Il bacio della Sfinge (Torino: EDT, 1998), pp. 242-243. 
197 一例として、ピッツェッティが台本も作曲も行った歌劇《ゲラルド修道士》（1928）の評価を挙げておく。その歌劇
は、1920 年代から 1930 年代までのイタリア公演の批評では好意的に評価されたが、1930 年代の米国公演の批評
では、劇の内容は高く評価されたが音楽のうちとくにデクラマートが「単調」であると批判された。さらに 1940年代か
ら50年代までのイタリア公演の批評でも、デクラマートだけで構成された「単調」な歌劇にずっと集中していられない
という指摘がみられた。次を参照。  Ezio Gamba, “L’opera lirica ‘Fra Gherardo’ di Ildebrando Pizzetti e la 
reinterpretazione drammatica delle sue fonti medioevali,” in AA. VV., Narrare la storia. Dal documento al racconto, 
presentazione di Tullio De Mauro, introduzione di Nadia Fusini (Milano: Mondadori, 2006), pp. 30-54. p. 35. 
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Henri Gonnard（1956- ）による 2008 年の論文である。『ダンヌンツィオ＝ピッツェッテ








199 Piero Santi, “«Fedra»: umano troppo umano in D'Annunzio e in Pizzetti,” Civiltà musicale II/4 (1988): 52-53; 
Vincenzo Borghetti e Riccardo Pecci, Il bacio della Sfinge (Torino: EDT, 1998), p. 105 e p. 114. 
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 ゴナールによれば、19 世紀から 20 世紀へ移り変わるころの西洋芸術音楽において
旋法が使われている場合、その旋法は概して全音階的 200であり、「縦方向への積み重

















200 旋法の音階は、全音階的なものとそうでないものとがある。前者は、どれか 1 音から全音階上を順次上行または




201 Henri Gonnard, “La modalité dans Fedra de d’Annunzio-Pizzetti,” in AA. VV., D’Annunzio: musico imaginifico. 
Atti del Convegno internazionale di studi: Siena, 14-16 luglio 2005, a cura di Adriana Guarnieri, Fiamma Nicolodi, 
Cesare Orselli (Firenze: Leo S. Olschki, 2008), p. 346. 
202 Ibid., p.346. これはいわゆる「旋法的和声 l’harmonie modale」 がまさに「旋法的」といわれるゆえんの性質で
ある。 
203 そのような特徴音としては、例えば、「下行導音 directivité descendante」（ミの旋法における II 度音）、通常より半
音低い位置のまま「上方変位しない導音 sensible du même ordre」（レの旋法やラの旋法その他にみられるように、主
音から短 7度上または長 2度下に位置し、主音に進行する音）などが挙げられる。 Ibid. p. 346. 
204 Ibid., p. 350. 
205 Ibid., p. 349. 
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模倣様式をとる無伴奏 4部合唱 2 群（女声ソプラノ、童声ソプラノ、童声アルト、男声テ
ノール + 女声アルト、男声テノール、男バス I・II）にテーセオの母エートラを加えた編
成で歌われる。音楽はまず第 1 小節でテノールパートのみによって f から開始され、第
12小節から順次他の各声部に模倣されていき、いったん最高潮を迎えてから、第 59小
節からエートラの独唱を迎え入れて、第 85小節で f, as, c から成る主和音に解決する。
したがって主音は f音である。 
 次に、しかし全体を支配しているのは f moll（あるいは f を主音とするラの旋法）では
なく、f を主音とするレの旋法であることが、前頁の歌いだしの譜例からわかる。横方向
に観察していくと、この旋律は第 2 小節 1 拍と第 4 小節 1 拍・3 拍に d を有している。
この音は、調性判定の原則からいって、f moll の VI 度音が上方変位した音ではなく、
音階固有音と見なされなければならない。なぜならそれは、es へ短 2度上行することな





























































第 1幕 425～432小節 
 フェードラは、表情記号にあるとおり「もったいぶって痛ましげな sostenuto e triste」口
調で、痛ましい母親を憐れむかのようでいながら同時に皮肉を入り混ぜて「そなたは満

















第 1幕 447～450小節 













第 1幕 452～460小節 
 
 フェードラはここから「そなたの魂はそなたの血の脈打つたびに苦しんでのたうちは




 管弦楽のうち第 1・第 2ヴァイオリンが 3連符のパッセージをうねらせるとともに、ヴィ
オラが前奏曲の主要主題のうち冒頭 4音を移高してエコーさせる（h, fis, f, b → dis, 





第 452-453, 456-457, 460小節のよう
に、和声が fis, ais, cis（＋付加 VI 度音 
dis）をとるとき、旋律は譜例に示すように
cisから開始される半音階的な旋法をとっている。そのうち白音符で示した音程 cis, dis, 
fis, gis はとくに重要でありこの旋法の骨子をなしている（例えば第 452 小節をみると、
dis は fis へ跳躍進行しており、また gisは長 2度下行して fisへ至っているので、それ
ぞれ長調や短調の音階固有音と同等の働きをもつ）。これは音楽学者フランソワ＝オ
ーギュスト・ジュヴァール François-Auguste Gevaert（1828-1908）の主著『古代音楽の
歴史と理論 Historie et théorie de la musique de l’antiquité』（1875）に記載された「クロ
マティコンのゲノスにおける不変化音階  système immuable dans le genre 
chromatique206」に一致しており、前奏曲の主要主題で用いられたのと同じ半音階であ
る 207。この病的な印象を与える半音階はフェードラの異常な心理状態を反映している。 
そして第 454-454, 458-459 小節のよう







206 François-Auguste Gevaert, Historie et théorie de la musique de l’antiquité, vol. I (Hildeshiem : Georg Olms 
Verlagsbuchhadlung, 1965) p. 274.  
207 この音階が今回検討した箇所ではなく前奏曲の主要主題で用いられていることについては、リッカルド・ペッチ
Riccardo Pecci（1968- ）によってすでに指摘されていた。次を参照。 Vincenzo Borghetti e Riccardo Pecci, Il bacio 
della Sfinge (Torino: EDT, 1998), pp. 97-105. 
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ここまでの分析結果を表にまとめると次のようになる。 























































208 Ildebrando Pizzetti, La musica dei greci: studio storico-critico (Roma: Casa editrice «musica», 1914), p.7. 
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209 Ibid., p. 8 
210 Ibid., p. 8 
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“5340377” を黒鉛筆で書きこまれていた。Ildebrando Pizzetti, La minuta dattiloscritta senza titolo partialmente 
corretta con la matita autografa, conservata nella nella Biblioteca Nazionale Centrale di Firenze: Fondo Pizzetti senza 
numero (documento 5340377), p. 3.  この随想の出版稿は次の文献である。 Ildebrando Pizzetti, “Poesia e 
musica,” in AA. VV. L'arte di Gabriele D'Annunzio. Atti del convegno internazionale di studio: Venezia - Gardone 
Riviera - Pescara 7 - 13 ottobre 1963 (Milano: Mondadori, 1968), pp. 341-353. 削除された箇所は p. 348の 第 2
パラグラフの直前にあたる。 
212 代表例として挙げられるのは、旧約聖書『士師記』4 章 17-22 節から想を得た歌劇《デボラとヤエーレ Debora e 
Jaele》（1922）、サリムベーネ・デ・アダム Salimbene de Adam （1221-1288）『年代記 Cronica』に取材した歌劇《ゲラ
ルド修道士 Fra Gherardo》（1928）、トマス・スターンズ・エリオット Thomas Stearns Eliot （1888–1965）の戯曲に基づ




                                                 
 以上のような限界にも拘わらず、この研究はピッツェッティの音楽劇作法の形成に
ついてその大部分を明らかにすることができたと筆者は考える。 














































































213 実際、ピッツェッティは、あの『19 世紀ロマン主義の伝統を擁護するイタリア人音楽家たちの宣言』と同じ 1932
年に発表した論考『音楽と劇』のなかで、「自らの固有の言語、つまり自らの大地と種族の言語 il linguaggio suo 
proprio, cioe della sua terra e della sua razza を用いなければ、ひとは普遍を表現できない」と主張している。 
Ildebrando Pizzetti, “La musica e il dramma,” La Rassegna Musicale V/1 (gennaio 1932); e poi ripresa in Id., Musica 
e dramma (Roma: Edizioni della Bussola, 1945), p. 44. 
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